
　
秋
川
・
平
井
川
流
域
は
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
優
れ

た
歴
史
や
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
と

と
も
に
、
日
本
で
も
有
数
の
化
石
や

地
層
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
活
か
し

て
観
光
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
あ
き
る
野
市
、
日
の
出
町
、
檜

原
村
で
組
織
す
る
秋
川
流
域
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
会
議
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
認
定
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組

に
着
手
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
ジ
オ
ス

ポ
ッ
ト
（
資
源
）
を
案
内
し
て
い
た

だ
け
る
ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
人
材
育

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
事
業
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
市

民
、
企
業
な
ど
か
ら
会
員
を
募
集
し
、

支
援
組
織
と
な
る
「
秋
川
流
域
ジ
オ

パ
ー
ク
友
の
会
」
を
設
立
し
ま
す
。

※
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
…
地
学
的
に
見

　
て
重
要
な
自
然
遺
産
を
含
む
自
然

　
に
親
し
む
た
め
の
公
園
。
自
然
保

　
護
や
観
光
な
ど
に
利
用
し
な
が

　
ら
、
地
域
の
持
続
的
な
経
済
発
展

　
を
目
指
す
仕
組
み
が
ジ
オ
パ
ー
ク

　
で
す
。
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

　
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
が

　
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
第
一
期
人
材
育
成
講
座

　●

日
時
…
７
月
か
ら
２
月
ま
で
の
毎

　
月
第
２
火
曜
日
　
午
後
６
時
〜
８

　
時

　●

場
所
…
五
日
市
出
張
所
１
階
会
議

　
室

　●

内
容
…
秋
川
・
平
井
川
流
域
の
地

　
層
や
化
石
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
の

　
勉
強
会
を
行
い
、
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト

　
な
ど
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
を
育
成

　
し
ま
す
。

　●

講
師
…
長
田
敏
明
さ
ん
（
東
京
都

　
市
大
学
・
放
送
大
学
講
師
）

　●

対
象
…
あ
き
る
野
市
、
日
の
出
町
、

　
檜
原
村
に
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

　●

定
員
…
20
人
（
抽
選
）

　●

費
用
…
無
料

▽
友
の
会

　●

内
容
…
毎
月
発
行
す
る
会
報
の
送

　
付
と
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
案
内

　●

対
象
…
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に

　
向
け
た
取
組
に
賛
同
し
て
い
た
だ

　
け
る
個
人
や
企
業
な
ど

　●

会
費
…
年
会
費
千
円

▽
申
込
み
方
法
　
６
月
28
日
（金）
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
友
の
会
は
随
時
受
付

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
（
☎
５
８
８
・

　
５
１
７
３
）

　
市
で
は
、
「
あ
き
る
野
菅
生
の
森

づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
、
産
学

官
が
連
携
し
て
郷
土
の
恵
み
の
森
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
の
主
催
で
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
使
い
方
の
基
礎
を
学
び
、

雑
木
林
の
管
理
を
体
験
す
る
「
木
こ

り
の
講
座
」
を
行
い
ま
す
。
里
山
に

残
る
雑
木
林
は
、
畑
で
使
う
堆
肥
や

炭
づ
く
り
に
利
用
さ
れ
た
り
、
椎
茸

栽
培
の
原
木
を
供
給
す
る
な
ど
、
人

の
手
に
よ
る
適
度
な
管
理
に
よ
っ
て

維
持
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
人
手
不
足
な
ど

か
ら
荒
れ
た
場
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
里
山
の
管
理
に

必
要
な
樹
木
の
伐
採
や
切
り
出
し
た

材
木
の
活
用
な
ど
に
役
立
つ
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方
や
伐
採
の
仕
方

な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
里
山
の
管
理
や
椎

茸
の
特
産
化
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
７
日
（日）
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
４
時
（
雨
天
実
施
）

※
９
月
以
降
に
雑
木
林
の
間
伐
の
実

　
地
体
験
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
に

　
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
集
合
場
所
　
小
宮
自
然
体
験
学
校

　
（
旧
小
宮
小
学
校
、
駐
車
場
有

　
り
）

▽
内
容
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
基
礎
知

　
識
と
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方

　
法
、
伐
採
の
基
礎
知
識

※
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変
更
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
講
師
　
森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー
あ
き
る

　
野
隊
長

▽
募
集
　
10
人
（
申
込
み
順
）

▽
持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
飲
み
物
、

　
皮
手
袋
、
作
業
し
や
す
い
服
装
、

　
雨
具
（
か
っ
ぱ
）
、
あ
れ
ば
安
全

　
靴
※
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ノ
コ
ギ
リ
、
ナ

　
タ
類
は
準
備
し
ま
す
。

▽
費
用
　
千
円
（
保
険
料
込
み
）

▽
申
込
み
方
法
　
６
月
28
日
（金）
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
（
☎
５
８
８
・

　
５
１
７
３
）

　
人
が
植
え
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
森

林
は
、
間
伐
を
し
な
い
と
内
部
ま
で

十
分
な
日
光
が
届
か
な
い
暗
い
森
林

と
な
り
、
低
木
や
草
な
ど
も
生
え
な

く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
態
で

は
、
樹
木
の
生
育
が
悪
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
雨
で
地
表
の
土
砂
が
流
れ

や
す
く
な
り
、
災
害
が
発
生
す
る
危

険
が
高
く
な
り
ま
す
。
間
伐
を
行
っ

て
適
度
に
樹
木
の
間
隔
を
空
け
る

と
、
低
木
や
草
で
地
面
が
覆
わ
れ
て

森
林
の
健
全
性
が
向
上
し
、
災
害
防

止
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
残
っ

た
樹
木
も
太
く
丈
夫
に
な
り
ま
す
。

　
都
で
は
森
林
所
有
者
と
協
定
を
結

び
、
都
の
費
用
負
担
で
森
林
の
間
伐

を
行
う
「
多
摩
の
森
林
再
生
事
業
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

▽
協
定
要
件

　●

市
内
に
あ
る
ス
ギ
か
ヒ
ノ
キ
の
人

　
工
林
で
あ
る
こ
と

　●

東
京
都
と
25
年
間
の
協
定
を
結
ぶ

　
こ
と

　●

協
定
期
間
中
は
、
皆
伐
（
樹
木
を

　
全
部
切
り
倒
し
て
し
ま
う
こ
と
）
、

　
掘
削
や
埋
立
な
ど
の
地
形
変
更
、

　
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
栽
、
工
作
物

　
の
設
置
な
ど
は
行
わ
な
い
こ
と

▽
費
用
　
間
伐
の
費
用
は
全
額
都
が

　
負
担

▽
そ
の
他

　●

１
回
の
間
伐
で
、
対
象
と
な
る
森

　
林
に
あ
る
樹
木
の
30
　
を
目
安
に

　
伐
採

　●

協
定
期
間
中
に
２
回
間
伐
（
２
回

　
目
は
基
本
的
に
12
・
５
年
目
）

　●

伐
採
し
た
樹
木
は
、
切
っ
た
樹
木

　
の
根
元
に
枝
を
払
っ
て
置
き
、
所

　
有
者
が
自
由
に
利
用
可
能

▽
問
合
せ
　
農
林
課
林
務
係

　毎月初めに「森林レンジャーあきる野新聞」
を発行し、あきる野の自然やレンジャーの
活動を紹介しています。４月号（Vol.34）は、
「アニマルサンクチュアリ（野生動物の聖域）
のための活動について」でした。
　年末に殺処分されたツキノワグマの命へ
の想いとあきる野市の森の現状の話、多様
な野生動物が暮らせる森が存在することは
私たち人間にも必要なのだから、野生動物
と棲み分けをしていくために調査を踏まえ

た行動を継続していくといった内容でした。この新聞を読んだ五日市小学校の一人の
保護者が学校の先生に紹介し、先生が６年生の道徳の授業で資料として使ってくれま
した。これだけでも、レンジャーとしてうれしいことですが、子どもたちが感じたこ
とを話し合い自分の思いを書いたものを、先日、先生に紹介してくださった保護者か
ら受け取りました。
　文章を読んでいると、身近に野生動物が暮らす地域の子どもたちが、一頭のクマの
命を通して野生動物との共存や、今の自分にできることを考えてくれたことがわかり、
胸が熱くなりました。その一部を紹介します。
　「人家に被害が出たのは人間の責任もあると思う。木を切ったり自然を少なくして
いるから。殺すのは人間の勝手だと思った。」「クマが人家に近寄ったのは生きるた
めで、人を殺しに来たわけではない。でも、もし人に被害が出るのであれば処分は間
違っていないと思う。」「残飯やゴミを外に捨てない。ご飯を残さず食べる。」「嫌
だけど大切な生き物をこれから守っていきたい。」「ここに住んでいるのは、人間だ
けじゃないんだから、人間が食物や土地を奪ってしまうのはダメだと思いました。み
んなで、分け合って仲良く暮らせば、クマなどの動物も人間に被害は出さないと思う
から。そうやって暮らしていけたらいいなと思いました。」子どもたちの文章を読ん
で、皆さんはどう感じますか。地域の自然を一緒に考えてみませんか。
　発行している新聞は、市のホームページに掲載しています。最新号は、市内各図書
館や市役所、瀬音の湯などで手に取ることができます。（加瀬澤）

Ｑ「○○さんのお宅ですか？注文
　のあった健康食品を代金引換で
　送ります」と、電話があった。
　「注文した覚えがない」と、伝
　えたが…。
　「確かに注文を受けています。
　○○子さんですよね？代金は２
　万円になります」と言われた。
　断ったはずなのに、翌日、商品
　が届いてしまった。
　どうしたらいいのか？
Ａ　健康食品の電話勧誘販売で�
　「断ったのに商品が届いた」「買
　うと言っていないのに商品が送
　られてきた」などの相談を受け
　ます。
　　送られてきた商品は、業者か
　らの一方的な契約の申し込みで
　あり、消費者が承諾しない限り、
　契約は成立しませんので、代金
　を支払う必要はありません。
　　「特定商取引に関する法律」
　では、商品が送られてきてから
　14日間、販売業者に引き取り
　を請求した場合はその日から７
　日間を過ぎれば消費者の保管義
　務がなくなり、また販売業者に
　よる商品などの返還請求や代金

　請求ができないと定められてい
　ますので、消費者は商品を自由
　に処分できます。
　　ただし、商品の保管期間中に
　商品を使用すると、購入を承諾
　したものとみなされ代金の支払
　い義務が発生しますので注意し
　ましょう。
○あきる野市消費生活相談窓口　
　消費者が事業者と結んだ契約で、
　困ったときやおかしいなと思っ
　たときは、一人で悩まずにお気
　軽にご相談ください。
　●開設日時…毎週月曜・木曜日　
　午前９時～午後４時（正午～午
　後１時を除く）
　●場所…市役所１階市民相談室
　●問合せ…観光商工課観光商工係
　（直通５５８－１８６７）
○東京都消費生活総合センター
　●開設日時…毎週月曜日～土曜日
　午前９時～午後５時
　●消費生活相談・多重債務相談…
　☎０３－３２３５－１１５５
　●架空請求１１０番…☎０３－３
　２３５－２４００
　●高齢者１１０番…☎０３－３２
　３５－３３６６

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
向
け
た
取
組
が

　
本
格
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

気
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、

な
か
な
か
手
入
れ
が
で
き
な
い

そ
ん
な
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の

森
林
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
多
摩
の
森
林
再
生
事
業
〜

パ
ー
セ
ン
ト


